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オンライントレーニングシステム『Smart Boarding』 が DX人材育成コンテンツを標準搭載 

FCEグループの事業間シナジー増大へ 

 

当社のグループ会社である株式会社 FCE トレーニング・カンパニー（東京都新宿区、代表取締役社長：荻野

純子、以下 FCE トレーニング・カンパニー）は、オンライントレーニングシステム『Smart Boarding』に DX（デジタル

トランスフォーメーション）人材育成コンテンツ「経営論としての DX概論コース」を標準搭載するバージョンアップ

を行います。このコンテンツ搭載によって、グループ会社でもあり、企業の DX推進を支援する株式会社 FCEプ

ロセス＆テクノロジーとの連携を強化し、企業の抱える課題に対して多角的に対応してまいります。 

 

 

 

・1000社以上の企業のDXを支援してきたFCEプロセス＆テクノロジーが監修 

 

このたびのDX人材育成コンテンツはFCEプロセス＆テクノロジーが監修しています。同社は、これまで1000社以

上の企業のDXを推進・支援してきました。単なるツールの提供ではなく、導入企業の生産性向上の実現を目指し、

専任の担当者やカスタマーサクセスによる支援、DX人材の育成プログラム、導入企業間での事例共有会などの

サポートなどを実施してまいりました。こうした実績と実例をもとに、企業が陥りがちな課題やDX推進のための肝

要などをまとめたコンテンツを製作しました。単なる「知識」ではなく、本気でDXを推進していく上で重要なエッセ

ンスを学べる内容になっています。 

 

（コースの概要） 

 

さまざまな企業の支援を行う中で、近年DXの必要性は高まるものの、”そもそもDXとは何か、何をしたら良い

のかわからない“というご相談を多く頂いておりました。 

 

そこで、第１弾となる今回は、【向こう10年で日本企業が取り組むべき「自社の土台を創るDX」】と題して、実際

に企業でDXを推進するために持っておくべき視点や、理解しておくべきポイントなどをコンテンツにしました。

主に、「自社でDX人材を育成したい」という経営者・管理職層向けの内容です。 

 

・第1部：DXとは何か？自社でDXに取り組む際に持っておくべき視点とは 

・第２部：DX推進を準備・実施する際に理解しておくべき「働き方改革」の仕組みと取り組むべきポイント 

・第３部：DXを企業で推進するための目的とは？ 

 

今後も第２弾・第３弾と、さらに深堀した内容をリリースしていく予定です。 
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・DX人材育成にむけてFCEグループの事業間シナジー増大へ ～第１弾の取り組みを開始～ 

 

FCEトレーニング・カンパニーでは、さまざまな企業の支援を行う中で、DXの概要やその目的、具体的な推進の

仕方など、多くのご相談を多くいただいてまいりました。このたびのバージョンアップ（Smart BoardingへのDX人材

育成コンテンツ搭載）によって、お客様が抱える課題に対して、さらに幅広くお応えできるようになります。 

 

また、Smart Boardingでの学習を通してDX推進への具体的なサポートを必要とされた場合には、ＦＣＥプロセス＆

テクノロジーと連携したDX推進支援を行うなど、FCEグループ全体でお客様への課題解決に向けてのソリューシ

ョンを提供してまいります。 

 

FCEプロセス＆テクノロジーにおいても、RPAロボパットDXを導入いただいたお客様には、DX人材育成のための

学びをSmart Boardingで実践いただくなど、グループ間のシナジーを生み出しながら、お客様に対して最適で、

本質的なソリューションをご提案してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・FCE トレーニング・カンパニー 取締役 兼 Smart Boarding 事業責任者 豊川洋介 コメント 

 

「2025年の崖」という言葉に代表されるように企業のＤＸ推進は待ったなしの状態です。そうした中で、多くの企業

が DXの必要性を感じながらも、「何から取り組むべきなのか」「推進していく DX人材をどう育成していけばよい

のか」といった点に課題感をお持ちです。 

 

また、2022年 10月の岸田首相による所信表明演説では DX人材育成をはじめとするリスキリングに 5年で 1兆

円を投資するとの表明もなされ、企業内でのリスキリング、中でも DX人材育成への意識はさらに高まるものと考

えています。 

 

Smart Boardingへの DX人材育成コンテンツは実際に 1000社以上の DX推進を支援してきた FCEプロセス＆

テクノロジーと連携し、製作した実用的なノウハウです。多くの課題を抱える企業のお役に立てるものと確信して

います。また、具体的な支援パッケージについても FCEプロセス＆テクノロジーとともにご提供していくことで、企

業のありたい姿の実現に向けて最短でのご支援ができるよう尽力してまいります。 

 

 

・FCE プロセス＆テクノロジー 代表取締役社長 永田純一郎 コメント 

 

DX とは「社内の仕組みや業務の一部をデジタルに移行していくことだ」とする考えが見受けられます。しかし、本

質的には、デジタル技術を活用して、業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土を変革させていくことが、
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本来の DXだと考えています。デジタルの力を活用し、業務や組織などを改善し続けることができれば、今後 10

年・20年と環境変化に適応し、しっかりとした土台の上で、新たな事業に挑戦し続ける企業へと変貌することがで

きます。そのためには、ただデジタル化を進めるのではなく、経営層が自社における DX取組の方針を明確化

し、全社でそれを推進する体制を構築することだけでなく、現場で推進・実行し続けられる人材を育成することが

不可欠です。 

 

弊社ではこれまで 1000社を超える企業の生産性向上のご支援をしてまいりましたが、RPAを活用した DX人材

育成プログラムは好評をいただき、そのマスター認定者も 1,000人以上にのぼります。こうした実績をいかしコン

テンツ製作に取り組みました。Smart Boardingを通して、DXの本質についてご理解いただき、企業の未来を変え

る DXに取り組んでいただくきっかけとなれれば幸いです。 

 

 

 

・オンライントレーニングシステム「Smart Boarding」とは 

 

『Smart Boarding』は、OJTも研修もeラーニングも『「社員教育」をこの一つで実現する育成プラットフォームのDX

システム』です。 

 

「動画で学んで、ライブでレッスン」をコンセプトに「ライブ型オンライントレーニング」×「短時間eラーニング」×

「LMS（学習管理システム）」という３つの機能で構成されており、⼀般

的なeラーニングとは⼀線を画したサービスとなっています。2023年2

月現在、500社以上が導入しています。 

 

Smart Boarding 

URL： https://www.smartboarding.net/ 

 

 

 

 

■会社概要 

会社名  ：株式会社 FCE トレーニング・カンパニー 

代表者  ：代表取締役社長 荻野 純子  

住 所    ：東京都新宿区西新宿 2ー4ー1 新宿 NSビル 10F 

電 話  ：03-5908-1410 

 


